
これまでの主な交流活動実績 

 

 １９９９年度 2 月 13 日「福井県日独友好親善協会」設立 

        福井県民とドイツ国民との相互理解と友好親善を深めるとともに、本会の事業を通じて会員相互の 

親睦を深めることを目的とする。 

        10 月 29 日「訪独（52人）／調印式・ヴィンゼン市民との交流会」出席 

        福井県はハールブルク郡・ヴインゼン（ルーエ）市と友好協定を締結する。 

 ２０００年度 親善訪日団ホームスティ受入れ（15人） 

  ２００２年度 親善訪日団ホームスティ受入れ（21人） 

 ２００４年度 ５周年記念訪独（23人） 

 ２００５年度 日本庭園造成（ヴィンゼン市） 

２００６年度 ヴィンゼン庭園博覧会記念訪独（16 名）、親善訪日団ホームスティ受入れ（20人） 

 ２００８年度 親善訪日団ホームスティ受入れ（12人） 

 ２００９年度 １０周年記念訪独（19 人） 

 ２０１０年度 ヴィンゼン独日協会員・高校生引率者歓迎レセプション（ドイツ人 3人、日本人 16 人） 

        ドイツ・アマチュア画家作品 28点による交流絵画展（福井県立図書館） 

 ２０１１年度 福井アマチュア画家作品 25 点による交流絵画展（ヴィンゼン市） 

 ２０１４年度 ヴィンゼン独日前会長との会員交流会、新会長および副会長との会員交流会 

２０１４年度 １５周年記念訪独（6人）、親善訪日団ホームスティ受入れ（2人） 

 ２０１５年度 親善訪日団ホームスティ受入れ（11人） 

 

 歴代会長（敬称略）  １．堀川馨（1999-2004） ２．酒生輝子（2005-2014） ３．村田幸子（2015-現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県日独友好親善協会会長 村田幸子 

 

昨年は、我々、福井県民とドイツとの関わりを振り返り、また新たな絆を作っ

ていくための大きな飛躍の年となりました。 

2015 年 10 月、ハールブルク郡・ヴィンゼン市より、ボド・ベッケドルフ会長

をはじめとし、総勢 11 名の訪日団が福井を訪れました。その際、福井県日独友

好親善協会では、訪日団を歓迎するのみならず、県民との交流の機会とすべく、

「ドイツ・クッキングと交流の夕べ」を企画・開催しました。これに先んじて、

ヴィンゼン独日協会役員ウタ・ヒラーさんと、レシピや調理材料などの事前打ち

合わせをし、福井の方々に「本場のドイツ料理」を味わって頂けるよう、時間を

かけて細事にまで検討・吟味が重ねられました。その甲斐あって、当日は、国境

を越え多世代の男女に参加頂き、「食文化」を介しての相互理解と、すばらしい

交流の場をもてましたことは、大きな成果と言えるでしょう。 

また、同時期に、国際交流会館で行われました「福井国際フェスティバル」に

も積極的参加を行いました。当日は、ゲストとしてベッケドルフ独日協会会長が開会式に参列し、その後、地下多目

的ホールにて、講演会が行われました。ここでは、友好協定締結市であるヴィンゼン市の特性の紹介のほかに、福井

とのこれまでの長い交流の歴史を、多くの若い世代の方々にも知って頂けたことは、大きな意義があります。この講

演ならびに日独友好親善協会のブースには多数の会員の方々にもおいで頂きましたことを、ここにお礼申し上げます。 

今回の訪日団は、日本を何度も訪れたことのあるベテランの方や、初めて来日された若いカップルなど、様々なメ

ンバー構成でしたが、皆さん、ホームスティにて各家庭の心温まるおもてなしを受け、喜んで帰国して頂けたことは、

大変うれしいことです。受け入れてくださった家庭の方々にも感謝致します。 

今後も、日独相互による訪問が行われる中、当協会は福井とドイツとの懸け橋になるべく、様々な活動を進めてい

きたく思っています。すでに、ドイツ語入門講座の開設も始まっており、さらに、会員相互の親睦交流会も企画中で

す。当協会の活動を通して、参加者お一人お一人が、国際交流の素晴らしい体験を重ねていかれますことを、心から

祈念するとともに、さらなるご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

 

                      
ＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬ

    ２０１６年度・活動計画

Viel Spaß
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計画１ 情報交換             ［ドイツに関する情報の収集および提供］ 

会員相互の親睦を深めるために、親睦会を開催して情報交換を行います。 

 

計画２ ドイツ語にチャレンジ！         ［ドイツ国民との交流促進のための研修会、講演会等の開催］ 

ドイツ国民との相互理解と友好親善を深めるためには、ドイツ語の知識が不可欠です。20 周年記念訪独（2019 年

度）を目指し、各自が独自の交流活動が展開できるよう支援します。語学講座や文化講座を通してドイツについて

学びます。 

 

計画３ ドイツ親善訪日団との交流            ［福井県民とドイツ国民との交流事業］ 

福井県と友好関係にあるドイツハールブルク郡とヴィンゼン市からの親善訪日団が福井を訪れます。滞在期間（未

定）中、交流活動を行います。 

 

計画４ 福井国際フェスティバル２０１６に参加          ［その他日独間の交流促進に寄与する事業］ 

福井県国際交流会館を会場に開催（10 月 23日）されます。会場内にドイツ紹介（ハールブルク郡とヴィンゼン市）

のコーナーを設けて会員の募集活動を行います。 

 

＜事務局からのお知らせ＞ 

 

 

１．福井県日独友好親善協会では新規会員を募集しています。 

県民とドイツ国民との交流は、当協会とヴインゼン（ルー 

エ）独日協会が窓口となり友好関係を推進しています。 

ドイツに関心のある方はお気軽にお問い合わせください。 

ご一緒に活動しませんか？  

入会金：不要 年会費：２千円(個人会員)、１万円(法人会員) 

 

（写真）ヴィンゼン市庁舎前の標識ポール 

福井までの距離と向きが示されている。 

 

２． 新年度の年会費の振込みを７月３１日までにお願いします。 

［年会費］ ２千円(個人会員)、1万円(法人会員)  

［振込先］ 福井銀行県庁支店 

［口座番号］普通１０３８９７０ 

［名 前］ 福井県日独友好親善協会（フクイケンニチドクユウコウシンゼンキョウカイ） 

 

３． 当協会が紹介されています。ご一読ください。 

福井県国際交流協会の広報誌「交流ふくい８１号」に、ドイツおよびヴィンゼン市に関わる当協会の紹介 

記事が掲載されました。 

 

＜訃報のお知らせ＞ 

当協会創立以来、理事・監事を務めて来られた加藤禮一氏が、本年 4月 17 日に逝去されました。ここに謹 

んで深く哀悼の意を表し、心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

 

★お問合せ先★ 

Verein für Japanisch-Deutsche Freundschaft in Fukui 

福井県日独友好親善協会 

事務局 須藤 

tel/fax 0778-51-5945 e-mail kunihisa@snow.ocn.ne.jp 

FREUNDE 福井県日独友好親善協会便り 

フロインデ・2016 年 5 月発行 
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 ２０１５年度・活動報告

Danke schön
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◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇  歓迎！ 親善訪日団 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 10 月 23 日、福井県と友好関係にあるドイツハールブルク郡とヴィンゼン市から 11 名の訪日団（団長：ヴィンゼン

独日協会ベッケドルフ会長）が福井を訪れました。福井滞在３泊４日 

  

 

 

 

 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

到着早々、ＪＲ福井駅前広場の恐竜にびっくり 

 

◆知事表敬訪問（10 月 23 日） 

訪日団一行のうち、高校生交流事業第１期生として来県(2002 年度)さ

れたマーカス・ヒラーさんをはじめ、数名の参加者がベッケドルフ会長

とともに西川知事を表敬訪問し、交流をさらに発展させていくことを確

認されました。 

西川知事は「若い世代の交流を進めることが大事。友情の輪を広げたい」

と歓迎。ベッケドルフ会長は「11月の高校生交流事業の内容がとても濃

いので期待しています」と感謝し、にぎやかに歓談されました。 

（10 月 24 日福井新聞記事） 

 

◆ドイツ親善訪日団との交流（10 月 24 日） 

   滞在期間中、「ドイツ・クッキングと交流の夕べ」をユー・アイふくい

（福井県生活学習館）を会場に開催。今回は、会員のみならず広く県民

への参加を募集し、ドイツの方たちとともに本場ドイツ料理「グーラシ

ュ（ドイツ風ビーフシチュー）」「フリカデル（ドイツ風肉団子）」「ジ

ャーマン・ポテト」「ローテ・グリュッツェ（デザート）」など、４種

類を作りました。その後、別室にて、小テーブルに分かれて料理を味わ

いつつ、楽しく交流の時間を持ちました。 

参加者：ドイツ 11人、福井県民 34人 

 

  

食は国境を越えて（岡田） 

日独協会の交流事業の中で、料理を一緒に作り交流するというのは、初

めての事でした。会場準備、食材調達、タイムスケジュール等すべてを我々の手

で行うということで大変苦労しました。又、言葉の壁もありどうなることかと心

配しましたが、いざ始まってみるとその心配は何のその、ドイツ人、日本人、女

性、男性、大人も子供も入り交じり何と賑やかで和気あいあいの雰囲気の中で、

スムーズに事が運びました。又、料理の後の食事会でも参加者一人ひとりの表情

から満足感が伝わって来て、成功だった事を実感しました。まさに「食は国境を

越える」です。貴重な体験をさせて頂きました。これからも日独協会の新企画を

期待しています。 
 

 

◆福井国際フェスティバル２０１５・ベッケドルフ会長講演（10 月 25 日） 

「福井国際フェスティバル」における初の講演会として、来県 10 度目のヴィン

ゼン独日協会ベッケドルフ会長による「福井とドイツとの友好交流」についての

講演ならびにハールブルク郡・ヴィンゼン市の紹介が行われ、当協会の村田会長

が通訳しました。プロジェクターを使って、わかりやすく地理的特徴や、経済・

文化など、多岐にわたって紹介して頂きました。講演後に、訪日団メンバーによ

り、ベートーベン第九『喜びの歌』など数曲の合唱が披露されました。若い世代

の観衆からは、「福井とドイツとの関わりを初めて知った」「生のドイツ語に触れ

て感動した」などの感想が寄せられました。 

 

活動の想い（福住） 

福井県国際交流会館地下ホワイエに設けられたドイツコーナーでは当協

会の経歴を掲示するほか、ヴィンゼン独日協会ベッケドルフ会長自らがお持ちく

ださったドイツ現地のポスター等のヴィジュアル素材を展示しました。お立ち寄

り頂いた一般参加者のお声からも、ハールブルク郡・ヴィンゼン市と福井県との

友好の絆をより一層深めるアピールができたことを実感し、感謝しています。 

 

 

◆親善訪日団ホームスティ受入れ（10 月 23 日-26 日） 
 

活動の想い（髙橋） 

孫たちの手作りの卓上旗（ドイツ・日本）、そして私の「Herzlich willkommen 
in Japan.」と書いた手作りのプレートを食卓に置き、エリカさんとご一緒に食事を

楽しみました。滞在中、永平寺・たけふ菊人形・東尋坊・丸岡城をご案内し、楽し

い思い出を作ることができました。孫たちにとって、本物のドイツ人の振る舞いに

触れたこと、私たち夫婦にとって、本物のドイツ語に触れたことなど、我が家にと

って感動の４日間でした。 

 

活動の想い（須藤） 

今回は、シュテファニーさん、マーカスさんという若いカップルを引き受

ける事になり、うまく対応できるかどうかと不安を抱いておりましたが、彼らの方

から我々老夫婦に気遣いしてくれてか、結果的にはうまく運んだと勝手に思ってい

るところです。三泊四日の日程にもかかわらず、協会の行事がいっぱいで個人的な

行動がままならない状況でしたが、何とか、西山公園、越前和紙の里、永平寺を訪

ねることができました。二人はまだ新婚ほやほやでしたが、既に自宅を新築中で、

彼等自身も手を加えながらの、進行状況の写真を見せてもらいました。素敵な新居

が出来上がると思います。今度ヴィンゼンに来たら立ち寄ってと言われましたので

楽しみにしています。 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 高校生交流事業（県）への協力 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

11 月 9 日～19日、ヴィンゼンギムナジウムの高校生 15名が、引率の先生並びにヴィンゼン 

独日協会役員とともに県敦賀高校を訪問し、日本の学生生活を体験しました。 

引率者の一人であるヴィンゼン独日協会役員のシュタイン氏とともに、当協会の村田会長が 

歓送迎の挨拶を行いました。 

 

 


